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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

は
じ
め
に

本
稿
は
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）」（『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
四
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
、
以
下
「
前
稿
」
と
す
る
）
に
引
き
続
き
、
女
役
者
市
川
九

女
八
（
一
八
四
四
ご
ろ
―
一
九
一
三
（
１
）
）の
年
譜
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
前

稿
で
は
九
女
八
の
生
年
に
つ
い
て
考
察
し
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
正
月
ご

ろ
ま
で
の
消
息
を
追
っ
た
。
今
回
は
ま
ず
前
稿
の
不
備
を
補
い
、
次
に
明
治
五

年
正
月
以
降
か
ら
明
治
十
年
ご
ろ
ま
で
の
九
女
八
に
つ
い
て
、
江
戸
・
東
京
に

お
け
る
女
芝
居
の
動
向
と
と
も
に
記
す
。

一
　
前
稿
補
足

前
稿
で
は
、
主
に
九
女
八
自
身
に
よ
る
二
つ
の
回
想
記
事
に
基
づ
い
て
、
生

い
立
ち
か
ら
明
治
五
年
ご
ろ
ま
で
の
九
女
八
に
つ
い
て
追
っ
た
（「
芸
壇
百
話
」

〔『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
年
四
月
〕、「
名
家
真
相
録
（
其
七
）
市
川
九
女
八
」

〔『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
年
九
月
〕）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
回
想
記
事
自
体

に
検
証
が
必
要
で
あ
る
点
に
つ
い
て
、
留
意
が
不
十
分
で
あ
っ
た
（
以
下
、
そ

れ
ぞ
れ
「
百
話
」、「
真
相
録
」
と
す
る
）。

前
稿
で
触
れ
た
が
、
九
女
八
の
生
涯
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
、
確
実
な
面
が

あ
る
守
随
憲
治
記
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
一
）
―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」

（『
実
践
文
学
』
四
二
、一
九
七
一
年
三
月
）
お
よ
び
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
Ⅱ

―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」（『
実
践
国
文
学
』
第
二
号
、
一
九
七
二
年
九
月
）

に
書
か
れ
て
い
る
の
に
、
九
女
八
の
回
想
に
は
出
て
来
な
い
事
柄
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
岩
井
粂
治
（
粂
次
と
も
。
以
下
、
粂
治
と
す
る
）
と
の
関
係
、
な
ら
び

に
守
住
新
作
と
の
結
婚
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
が
、
ま

ず
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
文
献
を
整
理
し
て
お
く
。
加
え
て
、
明
治
初
年

に
お
け
る
九
女
八
の
旅
芝
居
に
つ
い
て
、
ま
た
、「
御
狂
言
師
」
の
終
焉
に
つ

い
て
、
補
足
す
る
。
御
狂
言
師
と
は
、
将
軍
家
・
大
名
家
の
妻
子
ら
に
歌
舞
伎

芝
居
や
踊
り
を
披
露
し
た
女
性
で
あ
り
、資
料
上
ほ
ぼ
「
御
」
を
添
え
る
の
で
、

本
稿
で
も
そ
の
表
記
と
す
る
。
な
お
、
守
随
憲
治
記
の
右
の
文
献
を
、
以
下
、

「
伝
聞
記
（
一
）」、「
伝
聞
記
Ⅱ
」
と
表
記
す
る
。

　
　
　

市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

佐
　
藤
　
か
　
つ
　
ら
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（
一
）
岩
井
粂
治
と
九
女
八
と
の
関
係

岩
井
粂
治
に
つ
い
て
は
倉
田
喜
弘
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
り
、
踊
り
の
師
匠

で
あ
り
御
狂
言
師
で
あ
っ
た
と
い
う
（
２
）
。「
伝
聞
記
（
一
）」
に
よ
れ
ば
、
粂
治
は

芸
妓
屋
を
し
て
い
た
と
い
う
。
粂
治
の
次
女
お
蝶
は
、
成
島
柳
北
の
妻
と
な
っ

た
（
３
）
。
粂
治
は
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
八
月
三
十
日
に
八
十
二
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。

　�

▲
岩
井
粂
次
（
女
優
）　
は
踊
師
匠
に
し
て
振
付
俳
優
太
夫
を
も
兼
ね
、

一
時
は
女
優
の
守
田
勘
弥
を
以
て
目
ざ
ゝ
れ
し
が
、
其
の
為
め
財
産
を
尽

く
し
て
晩
年
を
不
遇
に
送
り
、
先
月
三
十
日
八
十
二
歳
に
て
本
所
亀
沢
町

二
丁
目
十
九
番
地
の
寓
居
に
於
て
死
せ
り
。
目
下
の
女
優
に
し
て
同
人
の

薫
陶
を
受
け
ざ
る
も
の
は
殆
ん
ど
無
き
の
み
か
、
男
優
に
て
も
故
人
彦
十

郎
を
首は
じ

め
数
十
人
あ
り
。
尚
ほ
二
女
は
故
成
島
柳
北
氏
に
嫁
し
、
現
に
柳

北
氏
の
二
子
即
ち
粂
次
の
孫
は
同
家
に
居
れ
り
と
い
ふ

（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
年
九
月
十
五
日
付
）

『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
年
十
月
号
に
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
あ
る

が
、『
演
芸
画
報
』
で
は
、
傍
線
部
の
か
わ
り
に
「
三
崎
座
が
今
日
の
如
く
発

達
せ
し
も
、
同
女
の
功
与
あ
づ
か

つ
て
力
あ
り
し
な
り
と
い
ふ
。」
と
の
一
文
で
結
ば

れ
て
い
る
。
当
時
、
三
崎
座
は
女
役
者
の
興
行
で
有
名
だ
っ
た
。
文
中
の
故
人

彦
十
郎
は
、
初
代
坂
東
彦
十
郎
（
一
八
四
二
―
一
八
九
三
）
で
あ
ろ
う
。
粂
治

が
数
え
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
す
る
と
、
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
生
ま

れ
か
。

九
女
八
が
亡
く
な
っ
た
当
時
の
各
種
文
献
に
は
、
九
女
八
が
御
狂
言
師
の
職

を
失
っ
た
後
、
粂
治
と
同
居
し
、
そ
の
後
岩
井
半
四
郎
に
入
門
し
て
「
粂
八
」

の
名
前
を
得
た
と
す
る
も
の
が
あ
る

（
４
）
。
倉
田
氏
の
引
く
小
倉
の
山
人
「
〇
岩
井

粂
八
の
伝
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
十
八
〔
一
八
八
五
〕
年
五
月
六
日
付
）
で
は
、

九
女
八
は
貧
し
さ
ゆ
え
に
七
、八
歳
か
ら
家
を
出
て
粂
治
の
養
女
と
な
っ
た
と

あ
る
。
今
回
新
た
に
得
た
文
献
で
あ
る
嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
　
女
俳
優
の
内

幕
談
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
五
巻
六
号
、
明
治
三
十
二
年
四
月
）
で
は
、
御
狂
言

師
が
廃
止
と
な
っ
た
あ
と
、「
粂
八
も
芸
妓
に
成
る
積
つ
も
り
で
」
柳
橋
で
踊
り
の
師

匠
を
し
て
い
た
岩
井
粂
治
の
家
で
暫
時
厄
介
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
（
５
）
。
ま
た
、

福
原
雨
六
「
女
役
者
か
ら
女
優
へ
」（『
演
芸
画
報
』
昭
和
九
〔
一
九
三
四
〕
年

八
月
）
で
は
、
粂
八
は
岩
井
粂
治
の
養
女
の
一
人
で
あ
り
、「
姉あ
ね

株か
ぶ

」
は
柳
橋

で
芸
者
を
し
て
い
て
成
島
柳
北
の
妻
と
な
っ
た
、
と
言
う
（
６
）
。

前
稿
で
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の
山
王
祭
附
祭
の
出
演
者
に
「
岩
井
粂

治
」
と
共
に
「
粂
八
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
粂
八
は
市
川
九
女
八

と
は
別
人
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
粂
治
と
の
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
や
は
り
、
さ
ら
に
考
究
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
市
川
九

女
八
が
す
で
に
岩
井
粂
八
を
名
乗
り
、
踊
り
子
と
し
て
山
王
祭
附
祭
に
出
て
い

た
可
能
性
も
あ
る
（
７
）
。

「
伝
聞
記
（
一
）」
で
は
ど
う
か
。
前
稿
で
も
触
れ
た
が
、
母
が
吉
田
八
十
八

と
い
う
人
物
と
再
婚
し
た
後
、
義
父
八
十
八
が
年
頃
に
な
っ
た
九
女
八
に
手
を

出
そ
う
と
し
た
た
め
、
家
を
飛
び
出
し
て
、「
維
新
後
に
」
柳
橋
の
粂
治
の
家

に
住
み
込
ん
だ
と
あ
る
。
そ
し
て
芸
妓
屋
を
し
て
い
た
粂
治
か
ら
芸
妓
に
な
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
ど
う
し
て
も
嫌
だ
と
断
り
、
女
役
者
に
な
っ
た
と
い
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

う
。粂

治
と
の
同
居
が
本
当
の
こ
と
だ
と
し
て
、
い
つ
か
ら
粂
治
と
の
関
係
が
生

じ
た
の
か
、
九
女
八
は
粂
治
の
養
女
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る

術
を
今
も
た
な
い
。
こ
こ
で
は
、
右
の
よ
う
に
諸
文
献
に
粂
治
と
の
関
係
が
触

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
九
女
八
自
身
が
そ
の
こ
と
を
語
っ
た
文
献
等
は

見
い
だ
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
、
倉
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月

一
日
、
二
日
に
両
国
の
井
生
村
楼
で
開
か
れ
た
「
古
袖
会
」
と
い
う
踊
り
の
会

は
、
粂
治
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
門
弟
粂
八
其
他
の
女
優
」
が

催
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
８
）
。
九
女
八
と
粂
治
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、

二
章
に
お
い
て
も
再
び
触
れ
た
い
。

な
お
、
九
女
八
が
最
初
に
出
た
芝
居
に
つ
い
て
も
、
諸
文
献
に
よ
り
異
同
が

あ
る
。
九
女
八
自
身
は
初
舞
台
を
「
寄
席
芝
居
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
魚

河
岸
の
魚
屋
「
西
茂
」
が
発
起
人
と
な
っ
た
、
八
代
目
市
川
団
十
郎
の
弟
子
の

団
三
郎
の
一
座
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
「
伝
聞
記
（
一
）」
は
、
九
女
八

の
初
舞
台
は
両
国
の
小
屋
掛
け
の
「
お
で
で
こ
芝
居
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
芝

居
は
太
夫
元
（
興
行
者
）
は
別
に
い
た
が
、実
際
の
金
主
は
成
島
柳
北
で
あ
り
、

粂
治
が
一
通
り
の
采
配
を
ふ
る
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
嘯

月
生
「
市
川
九
女
八
」
は
、九
女
八
が
菰
張
り
の
女
芝
居
に
出
る
筈
だ
っ
た
が
、

粂
治
の
夫
国
五
郎
と
い
う
者
が
元
役
者
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
芝
居
町
の
子
供

役
者
を
集
め
、
粂
八
を
座
頭
と
し
て
一
座
を
拵
え
、
九
女
八
は
所
々
の
寄
席
へ

岩
井
粂
八
と
し
て
出
演
し
た
と
す
る
（
９
）
。

「
寄
席
芝
居
」
と
「
お
で
で
こ
芝
居
」
と
は
、
は
っ
き
り
異
な
る
。
お
で
で

こ
芝
居
と
は
、
両
国
橋
詰
の
広
小
路
で
行
わ
れ
て
い
た
小
屋
掛
け
の
芝
居
を
指

す
も
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
九
女
八
は
自
身
の
回
想
（「
真
相
録
」）
に
お
い
て
お
で
で

こ
芝
居
の
説
明
を
し
つ
つ
も
、
自
分
が
お
で
で
こ
芝
居
に
出
た
、
と
は
言
っ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
は
、
後
に
薩
摩
座
に
自
分
が
出
演
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　�

私
共
の
方
の
話
が
纏
り
ま
し
て
薩
摩
座
へ
出
勤
と
な
り
ま
し
た
時
分
に

も
、
矢
張
お
で
ゝ
こ
芝
居
は
興
行
致
し
て
居
り
ま
し
た
け
れ
共
、
そ
れ
と

是
と
は
全ま
る
で然
違
つ
て
居
り
ま
し
た
の
で
、
私
共
の
出
ま
す
方
は
本
当
の
芝

居
小
屋
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
申
ま
を
す
ま
で
も
な
く
ず
つ
と
位
は
違
ひ
ま
し
た

の
で
御
座
い
ま
す

九
女
八
が
、
本
当
は
お
で
で
こ
芝
居
に
出
て
い
た
の
に
そ
の
こ
と
は
語
り
た

く
な
か
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
本
当
に
お
で
で
こ
芝
居
に
は
出
演
せ
ず
、
寄

席
芝
居
の
み
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
も
九
女
八
の
回
想
と
「
伝
聞
記
（
一
）」

と
は
食
い
違
っ
て
い
る
。
今
は
両
者
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を
す
る
に

止
め
る
。

嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
」
に
よ
れ
ば
、
九
女
八
は
、
浅
草
山
の
宿
（
現
・
台

東
区
花
川
戸
一
・
二
丁
目
）
に
住
ん
で
い
た
時
、
病
気
の
老
母
を
抱
え
な
が
ら

寄
席
芝
居
を
廻
っ
て
稼
い
だ
と
い
う
談
話
を
残
し
た
と
い
う
（
（（
（

。
そ
れ
が
い
つ
か

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
九
女
八
の
母
な
か
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に

亡
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
（「
伝
聞
記
（
一
）」）、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

嘯
月
生
に
よ
れ
ば
、九
女
八
は
夜
中
の
二
時
に
起
き
て
一
日
分
の
ご
飯
を
炊
き
、
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三
時
頃
に
草
鞋
穿
き
で
家
を
出
て
、
夜
明
け
頃
に
四
ッ
谷
左
内
坂
（
現
・
新
宿

区
市
谷
左
内
町
）
の
寄
席
に
着
き
一
日
芝
居
を
し
て
、
終
わ
る
と
す
ぐ
深
川
の

寄
席
ま
で
歩
き
、
夜
の
十
時
ま
で
芝
居
を
し
て
山
の
宿
ま
で
帰
っ
た
と
い
う
。

全
部
で
五
里
（
約
二
十
㎞
）
ほ
ど
も
歩
き
、
そ
れ
で
一
日
十
二
銭
ぐ
ら
い
に
し

か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
は
義
父
の
吉
田
八
十
八
は
ど
う
し
た
の

か
、
語
ら
れ
て
い
な
い
。
同
じ
嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
」
に
よ
れ
ば
、
茅
場
町

薬
師
の
有
名
な
寄
席
「
宮
松
」
で
「
四
谷
怪
談
」
を
出
す
事
に
な
り
、
明
日
が

初
日
と
い
う
と
き
、
自
今
劇
場
の
ほ
か
で
歌
舞
伎
芝
居
に
紛
ら
わ
し
い
こ
と
は

厳
禁
と
席
亭
が
お
触
れ
を
受
け
、
中
止
に
な
り
、
寄
席
で
の
芝
居
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（
（（
（

。
こ
れ
も
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、「
粂
八
」
と
い
う
名
前
を
歌
舞
伎
役
者
岩
井
紫
若
（
八
代
目
半
四

郎
）
か
ら
も
ら
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、

一
八
六
八
）
六
月
頃
で
あ
る
と
推
測
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
以
前
よ
り
名
乗
っ
た

可
能
性
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
神
田
雉
子
町
の
名
主
斎
藤
月
岑
が
、

慶
応
四
年
五
月
十
日
の
条
に
薩
摩
座
で
の
「
粂
八
」
の
興
行
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
（（
（

。
そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
、
薩
摩
座
で
の
興
行
の
錦
絵
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
た
い
。
前
稿
で
は
う
か
つ
に
も
気
付
か
な
い
ま

ま
で
あ
っ
た
。

図
１
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
薩
摩
座
の
錦
絵
で
あ
る
。
表
題

と
し
て
「〈
浮
世
の
／
流
行
を
／
そ
の
ま
ゝ
に
〉
伽
羅
先
代
萩
〈
加
賀
ッ
原
／

薩
摩
座
〉」
と
あ
る
。
改
印
は
「
辰
四
改
」
で
、
こ
の
錦
絵
は
慶
応
四
（
辰
）

年
四
月
に
板
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
賀
ッ
原
と
は
、当
時
、

薩
摩
座
が
あ
っ
た
講
武
所
附
町
屋
敷
の
こ
と
で
あ
る
（
現
・
千
代
田
区
外
神
田

一
丁
目
）。

役
者
の
顔
ぶ
れ
は
、
右
か
ら
、「
八
汐
　
岩
井
福
吉
」「
荒
獅
子
男
之
助
　
松

賀
亀
ヵ
吉
」「
栄
御
前
　
西
川
政
吉
」「
仙
松
　
岩
井
米
花
」「
つ
る
千
代
　
岩

井
増
吉
」「
政
岡
一
日
替
り
　
岩
井
粂
八
／
松
賀
雄
藤
」「
仁
記

（
マ
マ
）弾
正
　
岩
井
粂

八
」「
沖
の
井
　
西
川
巳
之
吉
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
石
井
国
之
『
近
世
日
本
舞
踊
史
』（
帝
都
演
芸
通
信
社
、
昭
和

十
二
〔
一
九
三
七
〕
年
）
が
記
す
薩
摩
座
で
の
踊
り
の
師
匠
た
ち
に
よ
る
歌
舞

伎
興
行
の
一
座
の
名
前
と
完
全
に
一
致
す
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
興
行
は

慶
応
四
年
三
月
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
同
書
が
典
拠
と
す
る
資
料
は
、
あ
る
い

は
こ
の
錦
絵
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
錦
絵
は
、
九
女
八
が
言
う
薩
摩
座
で
の
最
初
の
興
行
を
描
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
九
女
八
は
、
薩
摩
座
の
開
場
時
に
、「
先
代
萩
」
の
政
岡
を
松
賀

雄
藤
と
一
日
交
替
で
つ
と
め
、
ほ
か
に
仁
木
弾
正
も
演
じ
た
と
す
る
か
ら
で
あ

る
（「
百
話
」「
真
相
録
」）。

こ
の
錦
絵
の
存
在
に
よ
り
、
九
女
八
の
薩
摩
座
で
の
「
先
代
萩
」
の
興
行
が

あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
で
は
こ
の
興
行
の
時
期
は
、
い
つ
な
の
か
。

こ
の
錦
絵
が
慶
応
四
年
四
月
に
板
行
さ
れ
た
と
し
て
、
興
行
も
同
時
期
で
あ
っ

た
と
す
ぐ
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
錦
絵
は
そ
の
対
象
と
な
る
興
行

の
前
に
予
告
的
に
板
行
さ
れ
る
こ
と
も
、
興
行
の
後
に
板
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
前
稿
に
て
、
倉
田
喜
弘
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
に
掲
載
さ
れ
る
資

料
か
ら
ま
と
め
て
お
い
た
通
り
、
薩
摩
座
が
操
人
形
に
「
子
供
狂
言
」
を
取
り

混
ぜ
て
興
行
を
し
た
い
と
町
奉
行
所
に
願
い
出
た
の
が
慶
応
三
年
六
月
二
十
八
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日
で
、
そ
れ
が
許
可
さ
れ
た
の
が
慶
応
四
年
四
月
六
日
で
あ
る
。

許
可
に
忠
実
に
従
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
薩
摩
座
で
九
女
八
ら
の
歌
舞
伎
狂
言

が
興
行
さ
れ
た
の
は
慶
応
四
年
四
月
六
日
以
降
で
あ
り
、
石
井
氏
の
前
掲
書
に

あ
る
よ
う
な
「
三
月
」
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
月
岑
は
、
明
治

元
年
の
日
記
「
翟
巣
日
記
」
の
五
月
十
日
の
項
に
、「
外
神
田
さ
つ
ま
座
女
芝

居
粂
八
は
や
り
、
見
物
節
句
頃
よ
り
多
し
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
四
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
、
九
女
八
ら
に
よ
る
「
先
代
萩
」
が
上
演
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
（
（（
（

。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
と
き
は
ま
さ
に
戊
辰
戦
争
の
さ
な
か
で
、
五
月
十
五
日
に

は
上
野
で
彰
義
隊
と
官
軍
が
衝
突
す
る
上
野
戦
争
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
戦
乱

で
、
芝
居
興
行
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
月
岑
は
、
別
の
日
記
の

六
月
十
八
日
に
「
外
神
田
さ
つ
ま
座
女
芝
居
又
始
る
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。
五
月

半
ば
か
ら
六
月
半
ば
ま
で
、
薩
摩
座
の
興
行
は
中
断
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
中
断
の
間
に
、
九
女
八
は
、
紫
若
か
ら
正
式
に
門
弟
と
な
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
断
期
間
に
、
九
女
八
が
旅
に
出
て
い
た
可
能

性
に
つ
い
て
、
次
節
の
中
に
記
し
た
い
。

（
二
）
守
住
新
作
と
の
結
婚

九
女
八
の
夫
は
守
住
新
作
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。「
伝
聞
記
Ⅱ
」
で
は
守

住
新
作
の
生
家
や
生
い
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
九

女
八
と
の
結
婚
の
時
期
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
九
女
八
の
回

想
に
も
、
結
婚
や
夫
の
こ
と
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

「
伝
聞
記
Ⅱ
」
に
よ
れ
ば
、
守
住
新
作
の
生
家
は
上
総
屋
千
助
と
い
う
馬
喰

図１�　早稲田大学演劇博物館所蔵「伽羅先代萩」（資料番号　100-7001・7002）絵師・二代目広重
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町
の
鼈
甲
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政
七
〔
一
八
二
四
〕

年
）
に
、
鼈
甲
櫛
笄
問
屋
と
し
て
、
通
塩
町
（
現
・
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
）

の
上
総
屋
千
助
の
名
前
が
あ
る
。
通
塩
町
は
馬
喰
町
に
隣
接
し
て
い
る
。

以
下
、
す
べ
て
「
伝
聞
記
Ⅱ
」
に
よ
る
。
守
住
新
作
は
上
総
屋
千
助
の
四
代

目
で
あ
っ
た
。
父
親
の
三
代
目
千
助
は
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
贔
屓
で
、
新
作

を
連
れ
て
始
終
楽
屋
に
出
入
り
し
て
い
た
。
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
に
新
作

は
二
十
歳
で
家
督
を
継
い
だ
が
、「
や
が
て
」
破
産
し
た
（
（（
（

。
そ
の
後
、
新
作
は

五
代
目
の
勧
め
で
芝
居
の
世
界
に
入
り
、「
新
富
座
」
で
「
下
狂
言
方
」
に
入

れ
ら
れ
、「
藤
基
輔
」
と
い
う
作
者
名
を
得
た
。
新
富
座
と
あ
る
が
、
藤
基
輔

が
加
入
し
た
当
時
は
「
守
田
座
」
と
い
う
座
名
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
守
田
座
が

新
富
座
に
改
め
ら
れ
た
の
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
四
年
九
月
中
村
座
の
役
割
番
付
の
作
者
連
名
に
、

用
字
は
異
な
る
が
「
藤
基
助
」
と
い
う
名
前
が
み
え
る
。
守
住
新
作
が
い
つ
作

者
に
な
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
万
延
元
年
以
後
そ
う
遅
く
な
い
時
期
で

あ
ろ
う
。

　�

大
体
五
代
目
の
芝
居
に
居
ま
し
た
か
ら
、
五
代
目
の
旅
の
時
も
一
緒
で
し

た
。
九
女
八
さ
ん
の
女
芝
居
が
評
判
の
時
代
で
、
五
代
目
も
九
女
八
さ
ん

を
見
て
賞
（
マ
マ
）め

て
居
た
さ
う
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
藤
基
輔
も
九
女
八

さ
ん
に
近
づ
い
た
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。（「
伝
聞
記
Ⅱ
」）

「
伝
聞
記
Ⅱ
」
は
続
け
て
、
守
住
新
作
が
九
女
八
と
一
緒
に
な
っ
て
か
ら
、

作
品
を
書
い
た
り
、
柝
を
打
っ
た
り
し
た
こ
と
、
九
女
八
に
作
の
意
味
や
人
物

の
性
根
を
教
え
込
ん
だ
に
違
い
な
い
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り
九
女

八
の
芸
も
「
中
味
が
出
て
き
た
」
と
思
う
、
と
も
あ
る
。

九
女
八
が
亡
く
な
っ
た
時
の
新
聞
記
事
な
ど
で
は
、薩
摩
座
が
焼
け
た
あ
と
、

田
舎
廻
り
を
す
る
う
ち
に
藤
基
輔
と
夫
婦
に
な
り
、
浅
草
山
の
宿
に
世
帯
を

持
っ
た
、
と
す
る
も
の
が
あ
る

（
（（
（

。
は
っ
き
り
と
結
婚
の
年
代
が
わ
か
る
文
献
は

無
い
が
、
一
つ
、
九
女
八
自
身
の
談
話
と
し
て
女
優
の
葛
城
文
子
（
一
八
七
八

―
一
九
四
五
）
が
残
し
て
い
る
記
事
が
注
目
さ
れ
る
（
（（
（

。

　�

私
が
ま
だ
二は
た
ち十
時
代
の
事
で
す
よ
、
上
州
か
ら
先
へ
旅
興
行
に
参
り
ま
し

た
が
、
此
時
は
上
野
の
戦
争
後
で
、
世
間
が
や
か
ま
し
い
時
で
、
官
軍
の

方
々
が
諸
町
方
々
を
固
め
て
お
ゐ
で
で
し
た
が
、
私
は
宿や
ど

（
守
住
氏
）
と

二
人
で
島
田
ま
げ
の
後
う
し
ろ
鉢
巻
と
い
ふ
風
体
で
、峠
を
越
し
て
参
り
ま
す
と
、

お
武
家
方
に
怪
ま
れ
て
、
何
処
へ
行
く
者
だ
と
尋
ね
ら
れ
、
女
役
者
と
い

ふ
事
が
知
れ
て
、
大
変
な
女
役
者
だ
な
と
笑
は
れ
た
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
文
中
の
「
私
」は
九
女
八
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、文
中
の
「（
守
住
氏
）」

は
原
文
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
上
野
の
戦
争
と
は
、
慶
応
四
年
五
月
十
五
日
の

上
野
戦
争
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
回
想
が
正
し
い
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
前
節

で
述
べ
た
慶
応
四
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
薩
摩
座
の
興
行
の
直
後
で
、

こ
の
時
九
女
八
は
上
州
へ
旅
興
行
に
出
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
際
守
住
新
作
と

一
緒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
も
の
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
守
住
新
作
と
の
関
係
は
生
じ
て
い
た
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こ
と
に
な
る

（
（（
（

。

「
伝
聞
記
Ⅱ
」
は
、
守
住
新
作
に
つ
い
て
記
す
中
で
、
九
女
八
と
守
住
新
作

と
の
経
済
的
に
苦
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
住
ん
だ
場
所
、
新
作
と
女
中
と
の
間

に
出
来
た
二
人
の
娘
の
こ
と
、
そ
の
二
人
の
行
く
末
、
守
住
家
の
こ
と
、
新
作

の
墓
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
記
す
。
た
と
え
ば
、
九
女
八
と
新
作
と
が

家
を
持
っ
た
最
初
の
頃
は
浅
草
の
阿
部
川
町
（
現
・
台
東
区
元
浅
草
三
・
四
丁

目
）
に
住
ん
で
い
て
、九
女
八
の
義
父
吉
田
八
十
八
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、「
二

丁
町
」
へ
移
転
し
た
と
い
う
（
（（
（

。
九
女
八
と
新
作
と
が
住
ん
だ
場
所
の
こ
と
は
、

重
要
な
事
柄
で
は
あ
る
が
、
い
つ
頃
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
か
、
現
段
階
で
は

明
確
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
々

さ
ら
に
調
査
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
段
階
に
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
三
）
旅
芝
居
に
つ
い
て

前
節
で
述
べ
た
、
上
野
戦
争
直
後
の
上
州
行
き
と
同
様
に
、
時
期
は
は
っ
き

り
し
な
い
が
明
治
の
初
期
に
九
女
八
が
旅
芝
居
に
出
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
、諸
文
献
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、九
女
八
自
身
の
回
想
「
真

相
録
」
か
ら
、
明
治
の
初
め
頃
と
推
測
さ
れ
る
旅
興
行
に
つ
い
て
記
す
（
（（
（

。
九
女

八
は
こ
れ
ら
旅
芝
居
の
思
い
出
を
、
滑
稽
な
失
敗
談
と
し
て
披
露
し
て
い
る
。

①
上
州
・
横
堀
（
現
・
群
馬
県
渋
川
市
横
堀
）

九
女
八
が
役
者
に
な
り
た
て
の
時
分
の
話
と
し
て
い
る
。
二
十
三
歳
で
役
者

に
な
っ
た
と
い
う
回
想
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
か
ら
四

年
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
九
女
八
の
一
座
は
、
日
頃
か
ら
演
じ
慣
れ
た

「
先
代
萩
」
と
「
熊
谷
陣
屋
」
を
上
演
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
方
か
ら
、ぜ
ひ
「
義

経
千
本
桜
」
の
「
渡と

海か
い

屋や

」
を
出
し
て
く
れ
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

平
知
盛
が
源
平
合
戦
後
も
生
き
て
い
て
、
源
義
経
の
命
を
狙
う
物
語
で
あ
る
。

土
地
の
人
達
が
、
猿
若
町
の
中
村
座
で
四
代
目
市
川
小
団
次
が
主
人
公
の
知
盛

を
演
じ
た
時
の
衣
裳
を
買
い
受
け
て
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
九
女
八
一
座
は
、

誰
も
「
渡
海
屋
」
を
知
ら
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
い
い
加
減
に
演
じ
る
と
、
か

え
っ
て
土
地
の
人
達
が
、
演
じ
方
を
教
え
て
く
れ
、
そ
の
通
り
に
演
技
し
た
と

こ
ろ
大
変
な
人
気
役
者
に
な
っ
た
と
い
う
。「
千
本
桜
」
の
「
渡
海
屋
」
は
有

名
な
作
品
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
、
九
女
八
は
こ
の
時
ま
で
演
じ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
（
（（
（

。

②
上
州
の
在
（
場
所
は
不
明
）

夏
の
こ
と
。「
熊
谷
陣
屋
」
を
出
し
た
が
、
九
女
八
の
役
が
こ
の
時
多
す
ぎ

た
の
で
、
熊
谷
役
を
別
の
女
役
者
に
譲
っ
て
自
ら
は
義
経
役
に
回
っ
た
。
と
こ

ろ
が
出
遅
れ
て
し
ま
い
さ
ら
に
台
詞
を
忘
れ
て
、
舞
台
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な

る
。

③
甲
州
の
猿
橋
（
現
・
山
梨
県
大
月
市
猿
橋
町
）

「
奥
州
安
達
原
」
の
二
段
目
の
「
鶴
殺
し
」
を
頼
ま
れ
た
。
知
ら
な
い
の
で

断
る
と
、
百
姓
が
教
え
て
く
れ
た
。

④
玉
川
の
芝
居
（
現
・
埼
玉
県
比
企
郡
と
き
が
わ
町
大
字
玉
川
か
）

九
女
八
が
二
十
四
、五
歳
の
時
。
し
た
が
っ
て
、
慶
応
三
年
か
ら
明
治
二
年

の
こ
ろ
か
。
一
座
は
若
い
女
ば
か
り
で
、
男
は
九
女
八
の
父
が
付
き
添
い
で
来

た
ほ
か
、
一
人
か
二
人
の
み
。
寺
の
本
堂
を
宿
に
し
た
と
こ
ろ
、
毎
晩
サ
ツ
マ

イ
モ
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
百
姓
衆
が
夜
這
い
に
来
た
の
で
、
九
女
八
が
本
堂

の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
追
い
払
う
。
父
が
一
緒
に
来
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
九
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女
八
の
母
と
再
婚
し
た
吉
田
八
十
八
で
あ
ろ
う
か
。
九
女
八
が
吉
田
八
十
八
の

手
か
ら
逃
れ
て
家
を
出
た
と
い
う
「
伝
聞
記
（
一
）」
の
記
述
を
考
え
る
と
少

し
不
思
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
九
女
八
が
家
を
出
る
前
の
出
来
事
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
興
行
の
年
代
は
不
明
だ
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
寄
席
芝
居

（
あ
る
い
は
お
で
で
こ
芝
居
）
に
出
演
し
な
が
ら
、
九
女
八
は
頻
繁
に
関
東
近

在
へ
と
旅
芝
居
に
出
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
御
狂
言
師
の
終
焉
に
つ
い
て

最
近
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
演
劇
研
究
者
ロ
ー
レ
ン
・
エ
デ
ル
ソ

ン
（L

oren E
delson

）
氏
に
九
女
八
に
つ
い
て
の
論
文
、
お
よ
び
そ
れ
を
含

む
著
書
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
（
（（
（

。
平
成
二
十
九
年
度
歌
舞
伎
学
会
秋
季
大
会

（
二
〇
一
八
年
十
二
月
九
・
十
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
に
お
い
て
、
舘
野
太
朗
氏

の
発
表
「
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
」
の
中
で
触
れ
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
り
知
り
得
た
。
ロ
ー
レ
ン
・
エ
デ
ル
ソ
ン
氏
の
九
女
八
に
関

す
る
研
究
は
、
九
女
八
の
生
涯
を
「
百
話
」「
真
相
録
」
や
「
伝
聞
記
（
一
）」

「
伝
聞
記
Ⅱ
」
な
ど
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
書
の
内
容
は
、
主
に

一
九
四
八
年
に
結
成
さ
れ
た
市
川
少
女
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
が
、

女
性
に
よ
る
歌
舞
伎
上
演
の
前
史
と
し
て
、
市
川
九
女
八
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
（（
（

。
今
回
の
「
年
譜
稿
」
の
範
囲
で
言
え
ば
、
エ
デ
ル
ソ
ン
氏
の
研
究

に
よ
り
補
足
し
て
お
き
た
い
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
御
狂
言
師
終
焉
の
年

代
で
あ
る
。

エ
デ
ル
ソ
ン
氏
は
、
御
狂
言
師
が
終
焉
し
た
年
を
お
そ
ら
く
一
八
六
二
年

（
文
久
二
年
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
参
勤
交
代
制
度
が
終
了

し
、
大
名
の
家
族
は
江
戸
に
止
ま
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

確
か
に
文
久
二
年
、参
勤
交
代
制
度
は
改
革
さ
れ
た
。
大
名
は
三
年
に
一
年
、

ま
た
は
百
日
、
江
戸
に
い
れ
ば
よ
く
、
そ
の
妻
子
は
在
府
・
在
国
自
由
と
さ
れ

た
。慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
幕
府
は
旧
制
度
に
戻
そ
う
と
し
た
が
成
せ
ず
、

事
実
上
廃
絶
し
た
。

た
だ
、
参
勤
交
代
制
度
の
改
革
は
大
名
の
家
族
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
大
名
家
で
歌
舞
伎
を
上
演
す

る
こ
と
も
無
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
御
狂
言
師
の
あ
り

方
を
考
え
る
上
で
は
参
考
と
な
る
考
え
で
あ
り
、
今
後
も
念
頭
に
お
き
た
い
。

二
　
幕
末
・
明
治
初
期
の
女
芝
居
と
九
女
八
の
動
向

（
一
）
幕
末
の
女
芝
居

幕
政
下
の
江
戸
に
お
け
る
女
役
者
は
、
実
は
御
狂
言
師
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
宮
地
や
広
場
に
お
い
て
人
気
の
あ
っ
た
女
役
者
の
名
前
が
各
種
資
料
に
み

え
る
。
代
表
的
な
人
物
は
「
鈴
之
助
」
で
あ
っ
た
。
倉
田
喜
弘
氏
は
、
依
田
学

海
が
「
中
村
鈴
之
助
」
と
し
、
太
田
宙
花
が
「
沢
村
鈴
之
助
」
と
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（（
（

。
斎
藤
月
岑
は
、「
天
保
の
頃
、
女
に
て
鈴
之
助
と
か
申

候
も
の
は
、
宮
地
其
外
に
て
狂
言
踊
等
相
催
し
候
、
上
手
の
分
の
由
御
座
候
」

と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
刊
行
の
『
細
撰
記
』（
流

行
の
事
物
を
吉
原
遊
廓
の
案
内
記
で
あ
る
「
吉
原
細
見
」
の
形
式
に
見
立
て
た

書
物
）（
図
２
）
で
は
、
紋
に
見
立
て
た
場
所
に
「
女
」
と
い
う
文
字
を
書
き
、

そ
の
下
に
「
仕
形
屋
お
は
な
」
と
記
し
た
項
目
に
、「
鈴
の
介
・
と
く
治
・
鶴
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

吉
・
小
国
・
民
吉
・
兼
吉
・
林
の
介
・
と
ら
吉
・
み
や
吉
・
金
梅
・
や
す
次
・

小
吉
・
梅
の
介
」
と
い
う
名
前
を
列
記
す
る
。
そ
し
て
、「
か
ふ
ろ
　
沢
む
ら
・

中
や
ま
連
中
　
女
し
ば
ゐ
大
当
り
／
や
り
て
　
と
は
」
と
記
す
（『
細
撰
記
』

の
異
板
で
は
最
後
が
「
と
ば
」）。

こ
の
項
目
は
、
図
２
の
よ
う
に
「
た
ち
茶
番
や
芸
次
」
の
隣
に
立
項
さ
れ
て

い
る
。「
た
ち
茶
番
や
芸
次
」
に
あ
る
名
前
は
、
幕
末
の
宮
地
芝
居
や
広
場
の

芝
居
に
出
演
し
て
い
た
役
者
た
ち
で
、
筆
頭
は
中
島
勘
九
郎
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
官
許
の
江
戸
三
座
の
役
者
と
は
別
の
役
者
集
団
で
あ
り
、
本
来
歌
舞
伎
の
興

行
を
許
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
の
芝
居
を
行
っ
て
い
た
役
者
た
ち
で
あ
る
。
こ

う
し
た
芝
居
を
こ
こ
で
は
「
小
芝
居
」
と
呼
ぶ
。
紋
に
見
立
て
た
「
香
具
」
と

い
う
文
字
や
、「
た
ち

茶
番
」と
い
う
名
称
は
、

小
芝
居
の
興
行
を
「
御

香
具
愛
敬
手
踊
り
」
や

「
御
香
具
手
踊
茶
番
」、

「
昔
噺
し
立
茶
番
」
と

い
っ
た
名
目
で
行
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
来
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。

「
立
茶
番
」
と
は
本
来
、

鬘
や
衣
裳
を
付
け
、
歌

舞
伎
芝
居
を
も
じ
っ
た

滑
稽
な
寸
劇
を
指
す
。

「
仕
形
屋
お
は
な
」
と
い
う
の
は
、「
仕し

形か
た

噺ば
な
し」（

身
振
り
を
交
え
た
落
語
）
を

女
性
の
名
前
の
よ
う
に
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
仕
形
噺
」
も
小
芝
居
の

名
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
（（
（

。「
女
」
と
い
う
紋
の
見
立
と
「
仕
形
屋
お
は
な
」
で
、

宮
地
や
広
場
に
出
て
い
た
女
役
者
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
吉
原
遊
廓
の
案
内
記
に
見
立
て
て
い
る
の
で
、
禿
か
ぶ
ろ
（
遊
女
に
仕
え
る

少
女
）、
遣
り
手
（
遊
女
を
監
督
す
る
老
女
）
の
項
目
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ

こ
で
は
「
女
し
ば
ゐ
」
に
関
連
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

こ
に
沢
村
、
中
山
と
い
う
姓
が
記
し
て
あ
る
の
で
、
鈴
之
助
（
鈴
の
介
）
ら
主

立
っ
た
役
者
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
鈴
之
助
は
、
沢
村
鈴
之
助
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
（「
と
は
（
ば
）」
に
つ
い
て
は
不
明
（
（（
（

）。

俳
人
の
内
藤
鳴
雪
（
一
八
四
七
―
一
九
二
六
）
は
十
一
歳
（
安
政
四

〔
一
八
五
七
〕
年
か
）
ま
で
を
芝
の
松
山
藩
中
屋
敷
で
過
ご
し
た
と
い
う
が
、

そ
の
頃
、
鈴
之
助
が
有
名
で
、
土
橋
で
芝
居
を
し
て
い
た
と
い
う
（
（（
（

。
土
橋
は
丸

屋
町
（
現
・
銀
座
八
丁
目
）
か
ら
芝
の
久
保
丁
原
（
（（
（

へ
か
か
る
橋
で
、
現
在
は
新

橋
一
丁
目
、
ち
ょ
う
ど
新
橋
駅
あ
た
り
で
あ
る
。
広
場
で
あ
っ
た
久
保
丁
原
で

鈴
之
助
が
芝
居
を
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

他
に
も
、
青
山
の
鳳
閣
寺
境
内
な
ど
に
「
小
三
」
や
、
赤
城
明
神
の
芝
居

に
「
い
ろ
は
」
と
い
う
女
役
者
が
い
た
と
い
う
（
（（
（

。
九
女
八
自
身
は
、
お
で
で
こ

芝
居
に
つ
い
て
、「
女
役
者
の
始
ま
り
の
や
う
な
も
の
」
と
述
べ
、
ま
だ
八
つ

九
つ
く
ら
い
の
時
、
両
国
に
い
た
親
類
と
一
緒
に
見
物
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
し
て
い
る
（「
真
相
録
」）。
そ
の
こ
ろ
は
「
鶴
吉
」
と
い
う
女
性
が
評
判
で
、

ほ
か
に
采
女
が
原
（
現
・
中
央
区
銀
座
二
丁
目
）
に
小
三
の
三
人
姉
妹
の
芝
居

が
あ
り
、
鈴
之
助
と
い
う
女
芝
居
も
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
九
女
八
は
、
お

図２�　�嘉永六年板『細撰記』十八丁表の一部（花咲一
男解説・太平主人編『江戸明治流行細見記』太
平書屋、1994 年より）
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で
で
こ
芝
居
は
葭よ

し

簀ず

張
り
の
小
屋
で
、
将
軍
御
成
の
と
き
に
は
取
り
払
い
に

な
っ
た
も
の
だ
と
言
い
、
し
か
し
鳴
物
師
な
ど
は
歌
舞
伎
芝
居
か
ら
の
脱
走
者

が
入
る
こ
と
も
あ
り
、
一
切
「
本
式
」
に
や
っ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、
前
述

の
よ
う
に
、
九
女
八
の
出
た
薩
摩
座
の
よ
う
な
本
当
の
芝
居
小
屋
と
は
違
う
と

し
て
差
別
化
し
て
い
る
。

で
は
、
鈴
之
助
ら
の
女
役
者
は
、
ど
の
よ
う
な
出
自
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

渥
美
清
太
郎
氏
は
、
女
役
者
は
寛
政
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
〇
）
頃
か
ら
存
在

し
て
お
り
、「
笠
屋
三
勝
系
統
の
台
頭
の
舞
な
ど
が
、
だ
ん
だ
ん
大
衆
化
し
て

歌
舞
伎
を
や
る
よ
う
に
な
り
、
田
舎
を
ま
わ
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
頃
に
な
っ

て
都
会
へ
出
て
き
た
も
の
と
思
う
」
と
し
て
い
る
（
（（
（

。
台
だ
い
が
し
ら
頭
の
舞
と
は
、
大
頭
の

舞
と
も
い
い
、幸
若
舞
と
い
う
中
世
の
芸
能
の
一
派
で
あ
る
。
笠か
さ
や屋
三さ
ん
か
つ勝
と
は
、

女
性
の
そ
の
舞
手
の
名
前
で
あ
る
（
（（
（

。
渥
美
氏
の
推
測
は
興
味
深
い
も
の
だ
が
、

典
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
調
査
・
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
幕
末
の
江
戸
で
は
御
狂
言
師
の
み
な
ら
ず
女
役
者
に
よ
る
芝
居

が
盛
ん
で
あ
っ
た
様
子
が
断
片
的
な
が
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
で
は
、維
新
後
、

女
役
者
に
よ
る
興
行
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
明
治
初
期
東
京
の
女
芝
居
と
九
女
八

明
治
初
期
の
女
芝
居
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
も
た
び
た
び
引
く
が
、

倉
田
喜
弘
氏
が
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
ず
、倉
田
氏
の
研
究
に
依
り
、

そ
の
お
お
ま
か
な
動
向
を
述
べ
て
お
く
。

倉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
維
新
後
の
東
京
で
の
女
芝
居
の
嚆
矢
は
、
慶
応
四
年
三

月
、
外
神
田
の
結
城
座
に
お
け
る
興
行
で
あ
る
。
そ
の
後
、
薩
摩
座
で
も
興
行

が
行
わ
れ
た
。
結
城
座
と
異
な
り
、薩
摩
座
は
操
り
芝
居
と
共
に
「
子
供
狂
言
」

を
上
演
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
て
い
た
（
慶
応
四
年
四
月
六
日
）。

薩
摩
座
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
正
月
に
類
焼
後
、
二
月
に
南
鞘
町
へ
の
移

転
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
再
び
、
操
り
芝
居
と
子
供
狂
言
の
併
演
を
許
可

さ
れ
た
（
同
年
五
月
三
十
日

（
（（
（

）。
し
か
し
こ
の
後
、
教
部
省
よ
り
、
東
京
府
に

対
し
て
、
薩
摩
座
・
結
城
座
で
「
子
供
手
踊
」
興
行
を
許
可
し
た
の
か
を
問
う

掛
合
が
あ
っ
た
（
六
月
三
日
）。
子
供
手
踊
と
、
薩
摩
座
の
言
う
「
子
供
狂
言
」

は
同
様
の
名
目
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
内
実
は
猿
若
町
三
座
以
外
に
は
許
さ
れ
な

い
は
ず
の
歌
舞
伎
芝
居
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
子
供
手
踊
な
ど
の
興
行
を
許

可
し
た
場
合
に
報
告
を
要
請
す
る
通
達
が
教
部
省
か
ら
東
京
府
に
あ
っ
た
（
十

月
二
日
（
（（
（

）。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
倉
田
氏
は
、
東
京
で
の
女
芝
居
は
明
治

五
年
前
半
ま
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

女
芝
居
は
寄
席
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
明
治
二
年
十
月
五
日
に
は
、
寄
席
で

の
芝
居
興
行
を
禁
止
す
る
町
触
が
あ
っ
た
（
（（
（

。
そ
の
後
も
、
明
治
三
年
十
一
月
、

五
年
十
月
、
六
年
九
月
と
、
寄
席
で
の
芝
居
興
行
差
し
止
め
の
布
達
が
繰
り
返

し
て
通
達
さ
れ
る
（
（（
（

。
寄
席
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
芝
居
興
行
を
行
う
動
き
が
止

ま
な
か
っ
た
。
明
治
七
年
三
月
二
十
八
日
に
は
、対
象
を
女
性
の
み
に
限
っ
て
、

寄
席
で
の
手
踊
狂
言
を
禁
じ
る
法
令
も
出
て
い
る
（
（（
（

。

他
県
で
は
、
金
沢
や
横
浜
な
ど
、
女
芝
居
の
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
も

多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京
で
は
女
芝
居
の
許
可
を
願
う
歎
願

が
再
三
出
さ
れ
た
。
明
治
六
年
一
月
の
、
踊
り
の
師
匠
で
御
狂
言
師
だ
っ
た
松

賀
雄お

藤ふ
じ

に
よ
る
東
京
府
へ
の
嘆
願
書
（
（（
（

、
七
年
四
月
の
東
京
府
士
族
加
藤
清
次
に

よ
る
左
院
へ
の
建
白
書
、
八
年
十
月
の
同
じ
加
藤
清
次
に
よ
る
元
老
院
へ
の
嘆
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願
書
を
、
倉
田
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
踊
り
の
弟
子
や
、
女
芝
居

の
演
者
と
そ
の
付
属
渡
世
の
者
、
そ
の
家
族
た
ち
の
困
窮
を
訴
え
る
な
ど
、
切

実
な
内
容
で
あ
る
（
（（
（

。
倉
田
氏
に
よ
れ
ば
、
中
央
官
庁
の
考
え
方
と
し
て
は
、
男

性
に
演
劇
興
行
を
許
可
し
、
女
性
に
は
許
さ
な
い
の
は
不
均
衡
で
は
あ
る
が
、

女
性
の
演
劇
の
許
可
は
急
務
の
事
柄
で
は
な
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
採
用
さ

れ
な
か
っ
た
。

や
が
て
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
八
月
に
な
り
、
民
谷
弥
平
太
と
い
う
人
物

が
女
芝
居
の
設
立
を
内
務
省
警
視
局
へ
願
い
出
た
。
女
歌
舞
伎
に
従
事
す
る
も

の
は
無
学
で
因
襲
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
西
洋
諸
国
で
は
女
性
が
演
劇
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
男
性
が
演
じ
る
こ
と
は
や
め
さ

せ
た
い
。
こ
の
際
、
女
歌
舞
伎
の
劇
場
を
興
し
、
女
性
た
ち
を
開
化
に
向
か
わ

せ
た
い
。
規
則
書
に
よ
り
、
官
令
に
は
厳
し
く
従
わ
せ
、
み
だ
ら
な
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
、
楽
屋
を
男
女
別
に
し
、
客
か
ら
の
宴
席
へ
の
誘
い
は
断
る
、
な

ど
と
女
性
演
者
の
取
締
を
す
る
こ
と
を
民
谷
は
言
い
添
え
た
。倉
田
氏
は
、「
こ

う
ま
で
い
わ
れ
る
と
、
警
視
局
と
し
て
も
無
下
に
却
下
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
さ
ら
に
別
の
人
物
も
女
芝
居
を
願
い
出
、
つ
い
に
警
視
局
か

ら
、
新
規
に
劇
場
を
建
て
る
こ
と
は
許
可
で
き
な
い
が
、
興
行
を
す
る
こ
と
は

差
し
支
え
な
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
（
（（
（

。
警
視
局
は
、
十
年
十
一
月
に
は
女
子
演

劇
収
税
の
件
で
東
京
府
に
通
知
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
時
点
で
よ
う
や
く
、
東
京
の

劇
場
で
女
性
の
役
者
に
よ
る
興
行
が
公
に
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
東
京
で
は
明
治
五
年
前
半
ま
で
は
薩
摩
座
や
結
城

座
の
よ
う
な
、
人
形
浄
瑠
璃
の
も
の
と
は
い
え
官
許
の
劇
場
に
お
い
て
女
役
者

が
出
演
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
一
旦
中
断
さ
れ
た
。
そ
の
後
は

女
役
者
が
出
ら
れ
る
官
許
の
劇
場
が
無
く
な
り
、
女
役
者
ら
は
寄
席
芝
居
や
旅

芝
居
で
糊
口
を
し
の
い
だ
。
女
役
者
の
出
ら
れ
る
劇
場
の
設
立
を
許
可
し
て
ほ

し
い
と
の
歎
願
も
明
治
六
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
相
次
い
だ
。
つ
い
に
明
治
十

年
に
な
っ
て
、
劇
場
の
新
規
設
立
は
許
さ
れ
な
い
な
が
ら
も
、
既
存
の
劇
場
に

お
け
る
女
役
者
の
興
行
は
許
可
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
新
政
府
の
も
と
で
、
東
京
に
お
け
る
歌
舞
伎
の
劇
場
は
、
明
治
五

年
九
月
以
降
、
江
戸
三
座
以
外
に
も
十
座
ま
で
設
立
を
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し

い
ず
れ
も
男
性
の
歌
舞
伎
役
者
の
み
が
出
演
し
て
い
た
。
明
治
十
年
頃
に
な
る

と
、
新
規
設
立
の
劇
場
に
は
経
営
不
振
で
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
も
の
も
で
て
き

て
い
る

（
（（
（

。
こ
う
し
た
劇
場
に
女
役
者
が
出
ら
れ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。

九
女
八
は
薩
摩
座
類
焼
後
、
寄
席
芝
居
や
旅
芝
居
に
出
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
現
在
、
調
査
が
不
十
分
で
、
九
女
八
の
明
治
五
年
か
ら
十
年
ま
で
の
動
向

は
ほ
と
ん
ど
つ
か
め
て
い
な
い
。
明
治
八
年
六
月
と
七
月
に
、
横
浜
の
港
座
（
（（
（

に

出
演
し
て
い
た
こ
と
は
倉
田
喜
弘
編
「
横
浜
の
芸
能
―
明
治
期
新
聞
記
事
集
成

―
」
第
一
集
（
明
治
元
～
九
年
）（
斎
藤
多
喜
夫
・
佐
々
木
葉
子
協
力
、『
横
浜

開
港
資
料
館
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
に
よ
り
判
明
し
て
い

る
（
（（
（

。
九
女
八
は
こ
の
よ
う
に
関
東
近
傍
に
芝
居
に
出
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

唯
一
、
今
回
わ
か
っ
た
の
は
、
九
女
八
が
明
治
九
年
四
月
に
、
岩
井
粂
治
と

一
緒
に
女
芝
居
の
設
立
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
東
京
都
公
文
書
館
所

蔵
「
管
内
諸
願
伺
留
・
二
〈
庶
務
課
〉」（
明
治
九
年
、607.C

3.02

）
に
願
書

が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
以
下
に
全
文
を
引
用
す
る
。
粂
治
と
九

女
八
は
、
番
地
は
異
な
る
が
と
も
に
向
島
須
崎
村
に
住
ん
で
お
り
、
関
係
が
続

い
て
い
る
こ
と
が
推
し
量
れ
る
。
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【
表
紙
】

〈
女
産
教
授
所
／
女
謌
舞
妓
所
〉
建
設
歎
願
書第

十
一
大
区
一
小
区
　
　
　
　
　

向
島
須
崎
村
八
十
一
番
地

岩
井
粂
治

【
願
書
】

乍
恐
以
書
付
奉
歎
願
候

　
　
第
十
一
大
区
一
小
区
　
　
　
　
　

　
　
　
　
向
島
須
崎
村
二
十
七
番
地

　
け
い
事
　
　
　
　

　
　
　
　
岩
井
粂
八

　
　
同
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
向
島
同
村
八
十
一
番
地

　
く
め
事
　
　
　
　

　
　
岩
井
粂
次

　
　
　
　
右
粂
次
奉
申
上
候
。
私
共
　
　

営
業
之
儀
ニ
付
、
既
ニ
昨
八
年
十
一
月
十
七
日
、
十
二
月
四
日
両
度
懇
願
奉
リ

候
得
共
、
新
規
劇
場
取
設
ケ
、
亦
ハ
謌
舞
妓
ニ
紛
敷
儀
ハ
相
成
難
キ
旨
御
指

令
相
蒙
リ
候
ニ
付
、
愚
昧
之
私
共

相
考
候
ニ
ハ
、
歌
舞
妓
之
名
目
ニ
而
男
子
ヘ

ハ
数
ヶ
所
之
劇
場
官
許
下
シ
置
レ
、
却
而
私
共
ヨ
リ

願
上
候
筋
ハ
御
採
容
相
成
兼

候
儀
ハ
何
共
御
趣
意
之
程
相
弁
兼
、
只
顧
熟
慮
仕
候
ニ
、
①
畢
竟
　
　

業
体
之

儀
ハ
当
今
之
御
時
節
柄
御
国
益
ニ
モ
相
成
ザ
ル
贅
業
故
、
殊
更
之
御
沙
汰
ニ
モ

成
セ
ラ
レ
ザ
ル
事
与
（
と
）
恐
察
奉
リ
候
得
共
、
多
年
来
習
ヒ
得
候
産
業
ヲ
相
止
候
而

ハ
父
母
子
妹
ニ
至
迄
俄
ニ
糊
口
之
活
計
相
立
兼
候
ニ
付
、
止
事
ヲ
得
ズ
市
中
貸

座
敷
ニ
テ
生
人
形
頸
振
リ
抔
（
な
ど
）与
申
曖
昧
之
名
目
ニ
而
紛
敷
演
業
仕
候
ハ
、
自
然

御
取
締
ニ
モ
相
関
リ
深
ク
恐
入
候
儀
与
相
心
得
候
ヘ
バ
、
実
ニ
進
退
相
谷
（
き
わ
ま
）リ
苦

心
仕
候
。
依
而
今
般
私
共

初
一
同
之
者
熟
議
之
上
、
②
御
国
益
筋
ニ
目
途
相
定
、

宮
備
講
結
社
中
有
志
之
者
ニ
協
力
依
頼
致
シ
、
別
紙
仕
法
書
之
通
リ
歌
舞
専
業

之
者
一
同
ヨ
リ
雇
金
給
取
之
内
、
各
弐
拾
分
之
一
ヲ
日
々
積
金
ニ
仕
リ
、
右
ヲ

資
本
目
的
ニ
致
シ
、
社
中
有
志
之
者
夫
々
出
金
ヲ
以
女
産
教
授
所
建
設
仕
、
女

教
師
雇
入
、
遊
手
之
婦
女
ニ
無
謝
ニ
テ
教
授
致
サ
セ
、
③
私
共
儀
是
迄
贅
業
ニ

生
活
致
シ
候
非
ヲ
モ
相
償
度
決
心
之
情
実
御
垂
察
下
シ
置
レ
、
特
別
之
御
憐
恤

ヲ
以
テ
女
産
業
教
授
所
壹
ヶ
所
、
並
ニ
従
来
歌
舞
ヲ
専
業
与
仕
候
私
共
へ

歌
舞
妓

場
壹
ヶ
所
設
立
之
儀
御
許
可
成
下
シ
置
レ
度
、
最
モ
上
税
之
儀
ハ
女
優
相
当
課

セ
付
ラ
レ
（
マ
マ
）通
リ
上
納
仕
ル
ベ
ク
候
。
此
段
幾
重
ニ
モ
歎
願
奉
申
上
候
以
上
。

明
治
九
年
四
月
一
日

第
一
大
区
十
二
小
区
　
　
　
　
　

神
田
大
和
町
十
四
番
地
　
　
　

宮
備
講
社
長
総
代
　
　

有
澤
甚
九
郎
（
印
）

同
区
同
小
区
　
　
　
　
　
　
　
　

同
町
同
番
地
　
　
　
　
　
　
　

同
　
総
代
　
　
　
　
　
　
　

野
澤
新
次
郎
（
印
）

私
共
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第
四
大
区
五
小
区
　
　
　
　
　
　

湯
島
天
神
町
三
丁
目
三
番
地
　

女
産
業
所
方
法
取
調
人
　
　

田
村
喜
三
郎
（
印
）

第
一
大
区
十
二
小
区
　
　
　
　
　

神
田
松
枝
町
二
十
二
番
地
　
　

同
　
世
話
人
　
　
　
　
　
　

　
長
田
源
次
郎
（
印
）

女
産
業
所
／
歌
舞
妓
所
　
　
　
　

願
人
　
岩
井
粂
八
（
印
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
人
　
岩
井
粂
次
（
印
）

東
京
府
権
知
事

　
　
　
楠
本
正
隆
殿

【
別
紙
】

　
女
産
教
授
所
建
設
並

　
永
続
方
法
仮
規
則

　
　
　
女
産
教
授
所
建
設
並

永
続
方
法
仮
規
則

一
　
教
授
所
　
壹
棟

　
　
　�

当
分
仮
建
ニ
テ
試
業
シ
、
月
ヲ
累
ネ
資
金
教
場
ノ
盛
ニ
随
テ
大
ニ
ス

ベ
キ
事
。

一
　
教
授
所
　
用
器

　
　
　
教
場
ノ
需
用
ニ
随
テ
調
度
ス
ベ
キ
事
。

一
　
女
教
師
　
四
名

　
　
　�

親
切
ニ
教
授
シ
テ
倦
事
ナ
ク
貞
実
温
順
ノ
婦
ヲ
撰
テ
雇
入
ス
。
但
シ

当
分
月
給
一
名
ニ
付
金
五
円
ヲ
上
等
ト
ス
可
キ
事
。

一
　
教
課

　
　
　
裁
縫
　
紡
績
　
機
織
　
洗
濯

　
　
　�

右
四
課
ヲ
専
要
ノ
事
ト
ス
。
習
字
読
手
算
、
身
ヲ
修
メ
家
ヲ
齊
フ
ル

教
ノ
如
キ
ハ
学
バ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
ト
雖
ド
モ
、
此
教
場
ハ
生

活
ノ
業
ヲ
教
ル
ニ
急
ナ
レ
バ
、
休
暇
或
ハ
夜
学
ニ
勉
強
せ
シ
ム
ベ
キ

事
。

一
　
建
設
並

永
続
資
本

　
　
　�

謌
舞
場
へ
依
頼
シ
テ
雇
給
ノ
金
ヲ
受
ケ
、
又
ハ
営
業
ス
ル
工
商
ニ
至

ル
迄
其
給
分
高
二
十
分
ノ
一
ヲ
教
授
所
ヘ
納
メ
シ
ム
可
キ
事
。

　
　
　�

右
二
条
積
金
高
一
ヶ
月
ニ
付
金
三
十
円
余
ト
慥
ニ
見
詰
メ
、
之
ヲ
以

テ
教
場
ノ
入
費
ニ
充
分
ス
ベ
キ
事
。

　
　
　
内
訳

　
　
　
資
金
三
拾
円
余

　
　
　�

内
金
弐
拾
円
教
師
四
名
月
給
、
教
場
雑
費
ニ
充
ツ
ベ
シ
。
内
金
七
円

教
場
建
築
、
用
器
買
入
ノ
出
金
ヲ
消
却
ニ
充
ツ
ベ
シ
。
残
余
ノ
金
ハ

教
場
ノ
積
金
ト
シ
テ
非
常
ノ
需
用
ニ
備
フ
ベ
キ
事
。

　
　
　�
右
件
之
通
リ
、
講
社
長
有
志
ノ
者
熟
議
ノ
上
決
定
約
則
取
究
候
条
一
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同
固
ク
相
守
リ
、
深
ク
注
意
致
シ
、
教
場
ノ
盛
大
ヲ
企
望
ス
ル
初
念

ヲ
失
フ
可
ラ
ズ
。
且
教
場
ニ
臨
時
非
常
ノ
事
ア
ラ
バ
、
更
ニ
会
議
シ

テ
宜
ク
取
扱
ヒ
、
永
久
保
全
ノ
望
ヲ
全
フ
ス
可
キ
為
メ
、
各
々
捺
印

ス
ル
者
也
。

　�

前
書
之
通
リ
今
般
仮
議
定
書
ニ
連
印
仕
候
条
、
苟
相
違
無
之
候
。
猶
教
師

ト
生
徒
ト
ノ
情
実
弁
理
ヲ
斟
酌
シ
、
風
儀
品
行
ヲ
正
ク
シ
、
産
業
ニ
生
活

ヲ
得
せ
シ
ム
ル
ヲ
詮
要
ノ
目
的
ト
仕
ラ
せ
、教
諭
致
サ
せ
申
ス
可
ク
候
也
。

　
　
明
治
九
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
向
島
須
崎
村
二
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　

　
　
　
起
立
願
人
　
岩
井
粂
八
（
印
）

　
　
　
　
　
向
島
同
　
村
八
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　

　
　
　
同
　
　
　
　
岩
井
粂
次
（
印
）

　
　
　
　
　
湯
島
天
神
町
三
丁
目
三
番
地
　
　
　
　
　

女
産
業
方
法
取
調
　
田
村
喜
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
神
田
大
和
町
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　

宮
備
講
社
長
　
野
澤
新
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
同
　
町
同
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　
有
澤
甚
九
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
神
田
松
枝
町
二
十
二
番
地
　
　
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　
長
田
源
次
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
神
田
佐
久
間
町
二
丁
目
廿
三
番
地
　
　
　

同
　
　
　
　
　
小
泉
鉄
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
下
谷
西
町
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
　
　
　
　
布
施
と
き
（
印
）

願
書
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
粂
治
は
明
治
八
年
十
一
月
十
七
日
、
同
年

十
二
月
四
日
に
も
、
女
芝
居
の
劇
場
設
立
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
未
詳
）。
右
の
願
書
で
は
、
ど
こ
に
女
産
教
授
所
・
女
歌

（
謌
）
舞
妓
所
を
建
設
す
る
の
か
、
場
所
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
明
治
九

年
四
月
二
十
日
付
『
花
の
都
女
新
聞
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　�

下
谷
西
町
の
（
旧
立
花
邸
内
）
女ぢ
よ
け
う
ゐ
ん

教
院
内
ゑ
女じ
よ
か
う
で
う

紅
場
建
築
と
成
に
付
、
右

助
費
の
為
女
芝
居
岩
井
粂
八
座
が
官
許
に
成
た
と
申
ま
す

（
　
）
内
は
原
文
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。「
旧
立
花
邸
内
」
は
、
筑
後
（
福
岡

県
）
三
池
藩
の
藩
主
立
花
氏
の
下
屋
敷
を
指
し
、
下
谷
西
町
（
現
・
台
東
区
東

上
野
一
丁
目
）
に
あ
っ
た
。「
女
教
院
」
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
だ
が
、
三

池
藩
最
後
の
藩
主
立
花
種た
ね
ゆ
き恭
が
女
子
教
育
を
主
眼
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、

教
派
神
道
の
一
つ
で
あ
る
「
禊
教
」
の
教
祖
井
上
正ま
さ
か
ね鐵
の
直
門
坂
田
鐵か
ね

安や
す

に
運

営
が
委
託
さ
れ
た
と
い
う
「
神
道
女
教
院
」
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
（
（（
（

。
記
事
中
の

「
女
紅
場
」
と
は
、
明
治
初
期
に
、
裁
縫
や
手
芸
、
簡
単
な
読
み
書
き
、
算
術

な
ど
を
女
性
に
教
え
た
教
育
機
関
で
あ
る
。

九
女
八
と
粂
治
の
願
書
に
あ
る
「
宮
備
講
」
に
つ
い
て
も
詳
細
は
不
明
な
が

ら
、
明
治
二
十
（
一
八
八
八
）
年
の
東
京
府
の
調
査
「
神
仏
教
院
名
簿
」
で
は

禊
教
の
教
院
と
同
じ
下
谷
西
町
二
番
地
に
存
在
し
て
お
り
、
禊
教
と
関
係
す
る

神
道
の
一
派
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
同
調
査
で
は
、
宮
備
講
の
設
立
は
明
治
六
年
八
月
八
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宮
備
講
に
協
力
を
依
頼
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
所
在

地
下
谷
西
町
二
番
地
に
お
い
て
、
女
性
に
裁
縫
な
ど
の
技
術
を
教
え
、
女
歌
舞

伎
の
劇
場
の
収
益
を
以
て
そ
の
運
営
に
充
て
る
、
と
い
う
願
書
の
内
容
と
、
右

に
挙
げ
た
新
聞
記
事
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

新
聞
記
事
で
は
女
芝
居
が
官
許
に
な
っ
た
と
あ
る
が
、
願
書
と
共
に
綴
じ
ら

れ
る
九
年
四
月
十
二
日
付
の
「
指
令
案
」
で
は
、「
女
産
教
授
所
」
を
同
志
の

者
た
ち
の
出
金
で
設
置
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
が
、「
歌
舞
妓
場
」
設
立
は
聞

き
届
け
難
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
設
立
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

願
書
の
内
容
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
傍
線
部
①
の
如
く
、九
女
八
、

粂
治
は
、自
分
た
ち
の
所
業
は
時
節
柄
「
国
益
」
に
か
な
わ
な
い
「
贅
業
」（
不

要
な
職
業
の
意
か
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
職
業
を
止
め
て
し
ま
え
ば
、

生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
進
退
が
窮
ま
る
。
ゆ
え
に
、
傍
線
部

②
の
よ
う
に
、
宮
備
講
に
協
力
を
仰
ぎ
、
こ
の
た
び
は
国
益
に
か
な
う
よ
う
に

計
画
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
計
画
が
、
女
芝
居
の
収
益
を
資
本
と
し

た
女
子
教
育
の
場
の
提
供
で
あ
っ
た
。
傍
線
部
③
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
無
用

の
業
に
て
生
活
し
て
き
た
非
を
も
償
い
た
い
と
い
う
決
心
を
ど
う
か
わ
か
っ
て

い
た
だ
き
た
い
、
と
述
べ
る
。

倉
田
喜
弘
氏
は
、
明
治
初
期
の
外
国
人
に
よ
る
芸
能
興
行
に
対
す
る
外
務
省

の
対
応
か
ら
、
芸
能
に
対
し
て
は
「
国
家
に
益
な
き
遊
芸
」
と
い
う
言
葉
が
慣

用
句
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
考
え
が
明
治
政
府
内
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
（
（（
（

。
そ
う
し
た
政
府
の
芸
能
観
を
受
け
止
め
、
い
わ
ば
逆
手

に
と
っ
て
、
国
益
に
か
な
う
芸
能
興
行
の
あ
り
方
を
編
み
出
し
、
ど
う
に
か
し

て
芝
居
興
行
の
許
可
へ
も
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
九
女
八
ら
の
切
実
な
願
い
が

願
書
か
ら
読
み
取
れ
る
。
男
性
の
歌
舞
伎
役
者
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
立
場
に

お
か
れ
た
女
役
者
の
あ
り
方
を
、
こ
の
願
書
は
如
実
に
現
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
十
年
ま
で
の
九
女
八
を
追
っ
た
が
、
未
だ
不
明
な
こ
と
が

多
い
。
今
後
は
さ
ら
に
新
聞
資
料
な
ど
を
調
査
し
、
新
た
に
見
い
だ
せ
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
補
足
し
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
明
治
十
年
代
か
ら
の

九
女
八
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〔
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
二
）〕

〈
凡
例
〉
九
女
八
に
関
わ
る
事
柄
は
「
●
」、
一
般
的
な
事
柄
は
「
▽
」
を
付
け
て
示
し
た
。

な
お
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
以
降
は
、
太
陽
暦
で
あ
る
。
明
治
五
年
ま
で
の
部
分
は
、

前
稿
の
補
足
で
あ
る
。「
百
話
」「
真
相
録
」「
伝
聞
記
（
一
）」「
伝
聞
記
Ⅱ
」
以
外
の
引
用

文
献
は
次
の
通
り
（
著
者
又
は
所
蔵
者
五
十
音
順
）。
本
文
と
重
複
す
る
が
詳
細
を
記
し
た
。

新
聞
資
料
は
こ
こ
に
示
さ
ず
年
譜
稿
に
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

葛
城
文
子
「
え
ら
い
九
女
八
さ
ん
」（『
演
芸
倶
楽
部
』
二
巻
九
号
、
大
正
二
〔
一
九
一
三
〕

年
九
月
）。

倉
田
喜
弘
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
一
年
）。

倉
田
喜
弘
編
「
横
浜
の
芸
能
―
明
治
期
新
聞
記
事
集
成
―
」第
一
集
（
明
治
元
～
九
年
）（
斎

藤
多
喜
夫
・
佐
々
木
葉
子
協
力
、『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
九
三
年
三

月
）。

倉
田
喜
弘
「
女
性
の
劇
界
進
出
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
三
八
、一
九
九
七
年
七
月
）。

倉
田
喜
弘
『
芸
能
の
文
明
開
化
―
明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
―
』（
平
凡
社
、一
九
九
九
年
）。
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斎
藤
月
岑
「
翟
巣
日
記
」（
柴
田
光
彦
「
翻
刻
　
明
治
元
年
翟
巣
日
記
」『
早
稲
田
大
学
　

図
書
館
紀
要
』
一
七
、一
九
七
六
年
三
月
、お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」w

w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm

l/ri05/ri05_03043/index.

htm
l

）。

斎
藤
月
岑
「
斎
藤
月
岑
日
記
」（
西
山
松
之
助
「
斎
藤
月
岑
日
記
の
明
治
」『
史
潮
』

一
〇
六
、一
九
六
九
年
三
月
）。

嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
　
女
俳
優
の
内
幕
談
」（『
文
芸
倶
楽
部
』
五
巻
六
号
、
明
治

三
十
二
〔
一
八
九
九
〕
年
四
月
）。

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
『
市
政
日
誌
』
第
二
号
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
刊
。

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
管
内
諸
願
伺
留
・
二
〈
庶
務
課
〉」（
明
治
九
年
、607.C
3.02

）。

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
回
議
録
・
諸
願
伺
四
〈（
庶
務
課
）〉」（
明
治
十
年
、608.C

5.10

）。

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
十
年
往
復
録
・
第
二
類
・
警
視
〈
庶
務
課
〉」（
明
治
十
年
、

608.C
2.02

、『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
六
十
所
収
）。

〇
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）
二
十
三
～
二
十
五
歳
（
（（
（

▽
三
月
　
結
城
座
に
て
女
芝
居
興
行
あ
り
（「
翟
巣
日
記
」）。

▽�

四
月
六
日
　
薩
摩
座
、
操
人
形
に
子
供
狂
言
を
取
り
混
ぜ
た
興
行
の
許
可
を

得
る
（『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』）。

▽�

閏
四
月
十
七
日
　
斎
藤
月
岑
、
結
城
座
の
女
芝
居
を
見
物
。
立
者
は
粂
吉
と

い
う
女
性
（「
翟
巣
日
記
」）。
粂
吉
に
つ
い
て
は
未
詳
。

●�

五
月
五
日
ご
ろ
よ
り
　
九
女
八
の
出
演
す
る
薩
摩
座
の
芝
居
が
は
や
る

（「
翟
巣
日
記
」）。

▽
五
月
十
五
日
　
上
野
戦
争
。

●�

五
月
十
五
日
以
降
　
守
住
新
作
と
共
に
上
州
へ
旅
興
行
か
（「
え
ら
い
九
女

八
さ
ん
」）。

●�

六
月
一
日
ご
ろ
　
九
女
八
、
岩
井
紫
若
（
八
代
目
半
四
郎
）
の
正
式
な
門
弟

と
な
る
。「
粂
八
」
の
名
を
得
る
（「
百
話
」・「
真
相
録
」・『
市
井
日
誌
』
第

二
号
）。

●
六
月
十
八
日
　
薩
摩
座
の
女
芝
居
再
開
（「
斎
藤
月
岑
日
記
」）。

●�

こ
の
年
以
降
か
、
九
女
八
、
柳
橋
の
岩
井
粂
治
の
家
に
住
み
込
む
（「
伝
聞

記
（
一
）」）。

〇
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
十
七
～
二
十
九
歳

●
九
女
八
、
正
月
頃
ま
で
薩
摩
座
に
出
演
か
（
前
稿
参
照
）。

▽�

五
月
三
十
日
　
薩
摩
座
が
子
供
狂
言
の
許
可
を
東
京
府
か
ら
得
る
（『
東
京

の
人
形
浄
瑠
璃
』）。

▽�

十
月
二
日
　
教
部
省
、
東
京
府
に
、
子
供
手
踊
な
ど
の
許
可
に
つ
い
て
報
告

義
務
づ
け
（『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』）。

〇
年
次
不
明
（
幕
末
か
ら
明
治
初
年
ご
ろ
）

●
上
州
、
玉
川
な
ど
へ
旅
芝
居
に
出
た
か
（「
真
相
録
」）。

●
寄
席
芝
居
へ
の
出
演
（「
市
川
九
女
八
」・「
百
話
」・「
真
相
録
」）。

●
お
で
で
こ
芝
居
へ
の
出
演
（「
伝
聞
記
（
一
）」）。

●
守
住
新
作
と
の
結
婚
（「
市
川
九
女
八
」・「
伝
聞
記
Ⅱ
」）。

〇
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
十
八
～
三
十
歳

●
母
な
か
の
死
（「
伝
聞
記
（
一
）」）。

〇
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
十
～
三
十
二
歳
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

●�
六
月
十
四
日
よ
り
　
横
浜
・
港
座
へ
の
出
演
（「
横
浜
の
芸
能
」）。
女
芝
居
。

興
行
は
十
日
間
。
演
目
は
「
相
馬
錦
内
裡
の
古
染
」「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

「
明
烏
夢
の
泡
雪
」（
六
月
十
六
日
付
『
横
浜
毎
日
新
聞
』）。
九
女
八
は
座
頭
、

由
良
之
助
・
義
平
な
ど
を
演
じ
た
（
六
月
十
五
日
付
『
朝
野
新
聞
』）。

●�

七
月
九
日
よ
り
　
横
浜
・
港
座
へ
の
出
演
（「
横
浜
の
芸
能
」）。「
一
谷
嫩
軍

記
」「
出
雲
の
縁
結
び
」「
質
店
の
お
染
」。「
大
切
は
座
頭
粂
八
が
質
店
の
お

染
に
扮
す
人
形
身
の
得お
は
こ芸

」（
七
月
十
日
付
『
横
浜
毎
日
新
聞
（
（（
（

』）。

〇
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
三
十
一
～
三
十
三
歳

●�

四
月
一
日
　
九
女
八
、
女
産
教
授
所
・
女
歌
舞
妓
所
建
設
嘆
願
書
を
粂
治
と

連
名
に
て
東
京
府
に
提
出
（「
管
内
諸
願
伺
留
・
二
」）。

〇
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
十
二
～
三
十
四
歳

▽�

八
月
十
日
　
民
谷
弥
平
太
が
女
子
演
劇
興
行
を
出
願
（「
女
性
の
劇
界
進

出
」・『
芸
能
の
文
明
開
化
』・「
回
議
録
・
諸
願
伺
四
」）。

▽
九
月
　�

警
視
庁
、
女
子
演
劇
興
行
に
つ
い
て
、
興
行
は
苦
し
か
ら
ず
と
許
可
。

新
た
な
劇
場
建
設
は
認
め
ず
。（「
女
性
の
劇
界
進
出
」・『
芸
能
の
文

明
開
化
』・
十
年
九
月
十
五
日
付
『
読
売
新
聞
』）。

▽�

十
一
月
　
女
子
演
劇
興
行
に
つ
い
て
、
警
視
庁
よ
り
東
京
府
へ
興
行
許
可
の

件
を
通
知
。
東
京
府
は
男
子
俳
優
営
業
願
い
同
様
の
収
税
手
続
き
を
取
る
と

決
定
（「
明
治
十
年
往
復
録
・
第
二
類
・
警
視
」）。

〔
付
記
〕

　
引
用
資
料
は
現
行
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
原
資
料
に

あ
る
振
り
仮
名
は
、適
宜
省
略
し
て
記
し
た
。
原
資
料
に
は
無
い
が
、私
に
振
り
仮
名
を
振
っ

た
場
合
は
、（
　
）
で
示
し
た
。
引
用
資
料
の
傍
線
と
記
号
は
引
用
者
に
よ
る
。

　
図
版
・
資
料
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
・
太
平
主
人
様
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）�

前
稿
で
は
九
女
八
の
生
年
を
一
八
四
四
年
か
ら
一
八
四
六
年
ご
ろ
と
推
定
し
た
。

（
２
）�

倉
田
喜
弘
「
女
性
の
劇
界
進
出
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
三
八
、一
九
九
七
年
七
月
）、

『
芸
能
の
文
明
開
化
―
明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
―
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
３
）�

前
田
愛
『
成
島
柳
北
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）。
倉
田
、
前
掲
「
女
性
の
劇

界
進
出
」。

（
４
）�

細
部
に
異
同
あ
り
。
粂
治
と
同
居
し
た
と
い
う
こ
と
を
記
す
文
献
は
、
九
女
八
の
逝

去
直
後
の
も
の
ま
で
で
言
え
ば
、
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」（『
新
小
説
』
五
巻
一
二
号
、

明
治
三
十
三
年
九
月
）、
大
正
二
年
七
月
二
十
五
日
付
『
読
売
新
聞
』、
同
日
付
『
東

京
朝
日
新
聞
』、
同
日
付
『
二
六
新
報
』、
同
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』、
六
八
三
人

「
九
女
八
の
家
」（『
演
芸
画
報
』
大
正
二
年
七
月
）、春
浦
生
「
故
市
川
九
女
八
」（『
歌

舞
伎
』
一
五
九
号
、大
正
二
年
九
月
）。
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」
は
、倉
田
氏
前
掲
「
女

性
の
劇
界
進
出
」
に
よ
り
知
っ
た
。

（
５
）�

嘯
月
生
に
つ
い
て
未
詳
。『
文
芸
倶
楽
部
』に
、「
市
川
権
十
郎
身
上
談
」（
五
巻
六
号
、

明
治
三
十
二
年
四
月
十
八
日
）、「
芸
林
　
故
三
遊
亭
円
朝
」（
六
巻
一
二
号
、
明
治

三
十
三
年
九
月
十
日
）
な
ど
、
芸
能
界
や
吉
原
に
関
す
る
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
。

前
稿
で
は
、
九
女
八
が
一
子
を
生
ん
だ
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
、
増
永
徂
春
「
市
川

△
△
△
」（『
当
世
楽
屋
雀
』
盛
林
堂
、
明
治
三
十
五
〔
一
九
〇
二
〕
年
）
を
引
用
し

た
が
、
嘯
月
生
の
記
事
の
方
が
早
い
。
増
永
の
も
の
は
、
嘯
月
生
の
記
事
を
参
照
し

た
か
。
増
永
の
記
事
は
、
他
の
点
で
も
嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
」
と
一
致
す
る
。
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（
６
）�

福
原
雨
六
は
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
か
ら
五
、六
年
ほ
ど
旅
芝
居
で
作
者

修
業
を
し
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
十
余
年
東
京
で
新
聞
記
者
を
し
た
と
い
う
（
福
原

雨
六
「
四
十
年
前
の
勘
弥
」『
歌
舞
伎
』
昭
和
五
〔
一
九
三
〇
〕
年
五
月
）。『
函
館
市

史
』
通
説
編
第
三
巻
第
五
編
（
デ
ジ
タ
ル
版
閲
覧h

ttp
://arch

iv
es.c.fu

n
.ac.jp

/

h
ak
od
atesh

ish
i/tsu

u
setsu

_03/sh
ish
i_ 05-02/sh

ish
i_05-02-07-05-01-07.

htm

）
に
よ
れ
ば
俳
人
と
い
う
。
滝
沢
武
編
『
知
ら
れ
た
る
秋
田
』（
無
明
舎
出
版
、

一
九
八
五
年
）
に
「「
男
鹿
と
十
和
田
湖
」『
み
や
こ
新
聞
』
記
者
福
原
雨
六
」
と
い

う
章
が
あ
り
、『
み
や
こ
新
聞
』
の
記
者
だ
っ
た
か
。

（
７
）�

前
田
愛
氏
は
、
成
島
柳
北
が
安
政
五
年
十
一
月
か
ら
翌
六
年
四
月
ま
で
、「
組
八
」

と
柳
北
が
日
記
に
記
す
若
い
芸
妓
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
久
米

八
」
と
い
う
の
が
本
当
の
名
前
か
と
す
る
（
前
掲
『
成
島
柳
北
』）。
市
川
九
女
八
と

の
関
連
が
気
に
な
る
。

（
８
）�

明
治
二
十
七
年
六
月
三
十
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』。
倉
田
、
前
掲
「
女
性
の
劇
界

進
出
」
参
照
。『
学
海
日
録
』
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
六
月
十
九
日
の
条
に
、

成
島
柳
北
の
一
子
復
三
郎
が
学
海
を
訪
れ
、
古
袖
会
の
ち
ら
し
の
文
章
執
筆
を
依
頼

し
た
と
い
う
。

（
９
）�

嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
」
は
、
両
国
に
あ
っ
た
木
戸
銭
十
六
文
の
極
々
下
等
な
菰
張

り
の
女
芝
居
を
、「
潜
り
の
お
狂
言
師
松
賀
慈
童
と
云
ふ
者
が
買
受
け
て
流は

や

ら

な

行
無
い

踊
の
師
匠
を
集
め
て
、
狂
言
座
と
名
づ
け
て
女
芝
居
を
興
行
し
た
」
と
も
言
う
。
そ

の
狂
言
座
に
九
女
八
が
出
る
筈
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

（
10
）�「
お
で
で
こ
芝
居
」に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
述
べ
た
。
喜
多
村
筠
庭
『
嬉
遊
笑
覧
』（
文

政
十
三
〔
一
八
三
〇
〕
年
序
）
巻
之
六
上
に
よ
れ
ば
、「
お
で
ゝ
こ
は
、
で
こ
と
い

ふ
こ
と
に
お
も
じ
を
そ
へ
て
い
ひ
た
る
也
。
で
こ
は
で
く
の
ぼ
う
な
り
。
其
内
一
種

お
で
ゝ
こ
と
い
ふ
人
形
有
。（
中
略
）
享
保
・
元
文
頃
有
し
み
せ
も
の
な
ら
む
。
放

下
師
の
人
形
、
笊ザ

籬ル

を
伏フ
セ

て
あ
く
る
度
に
、
其
中
の
手
遊
さ
ま
〴
〵
か
は
る
傀
儡
な

り
（
こ
の
人
形
は
今
も
あ
り
）。
両
国
橋
広
小
路
な
る
お
で
ゝ
こ
芝
居
は
も
と
是
な

り
」
と
あ
る
（
引
用
は
岩
波
文
庫
版
に
よ
る
）。

（
11
）�

こ
の
逸
話
が
載
る
他
の
文
献
と
し
て
は
、
前
掲
増
永
徂
春
「
市
川
△
△
△
」、
市
川

九
女
八
「
〇
昼
夜
の
給
金
僅
に
廿
銭
で
女
優
一
座
を
組
織
し
た
当
時
の
私
」（
熊
谷

為
蝶
『
名
家
演
芸
ひ
か
へ
帳
』
東
雲
堂
、
明
治
四
十
三
〔
一
九
一
〇
〕
年
）、
歌

澤
寅
喜
代
「
保
名
物
狂
と
枕
獅
子
」（『
演
芸
倶
楽
部
』
第
二
巻
九
号
、
大
正
二

〔
一
九
一
三
〕
年
九
月
）。
但
し
後
者
二
点
は
、
一
昼
夜
で
稼
い
だ
の
を
二
十
銭
と
し

て
い
る
。

（
12
）�

こ
の
逸
話
が
載
る
他
の
文
献
と
し
て
は
、
前
掲
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」
が
あ
る
。

（
13
）�

倉
田
、
前
掲
「
女
性
の
劇
界
進
出
」
お
よ
び
『
芸
能
の
文
明
開
化
』
に
お
い
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
14
）�

注（
13
）に
同
じ
。

（
15
）�

歌
舞
伎
役
者
の
助
高
屋
高
助
は
、
こ
の
興
行
の
九
女
八
の
政
岡
を
観
て
感
心
し
贔
屓

に
な
り
、
九
女
八
に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、
九
女
八
は
立
役
は
ま

だ
本
当
に
は
出
来
な
い
、
と
高
助
が
語
っ
た
と
い
う
（
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」）。

（
16
）�

注（
13
）に
同
じ
。「
斎
藤
月
岑
日
記
」。
引
用
は
、
西
山
松
之
助
「
斎
藤
月
岑
日
記
の

明
治
」（『
史
潮
』
一
〇
六
、一
九
六
九
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
17
）�「
伝
聞
記
Ⅱ
」
に
、
新
作
は
安
政
の
初
め
に
十
四
歳
で
父
親
の
三
代
目
千
助
と
別
れ

た
と
あ
る
が
、
意
味
は
不
明
。
別
居
し
た
と
い
う
意
味
か
。
父
は
明
治
七
年
二
月
に

亡
く
な
っ
た
と
い
う
。

（
18
）�

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
七
月
二
十
五
日
付
『
読
売
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』『
時

事
新
報
』
な
ど
。
同
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、「
藤
台
輔
」
と
す
る
。

（
19
）�

葛
城
文
子
「
え
ら
い
九
女
八
さ
ん
」（『
演
芸
倶
楽
部
』
第
二
巻
第
九
号
、
大
正
二
年

九
月
）。
今
回
得
ら
れ
た
文
献
で
、
中
村
千
世
著
、
望
月
百
合
子
編
『
自
画
像
』（
中

村
千
世
舞
踊
同
人
会
、
昭
和
十
三
〔
一
九
三
八
〕
年
）
に
、
九
女
八
が
下
谷
二
長
町

の
芝
居
に
出
て
い
た
と
き
、
鼈
甲
屋
の
息
子
が
入
り
浸
り
、
そ
の
熱
心
に
ほ
だ
さ
れ

て
九
女
八
が
こ
の
人
物
と
結
婚
し
た
、
と
い
う
噂
が
載
っ
て
い
る
。
中
村
千
世
は
明

治
か
ら
昭
和
期
の
日
本
舞
踊
家
で
若
柳
吉
登
代
（
一
八
七
七
―
一
九
五
四
）。
こ
の

本
で
は
、
九
女
八
と
の
関
わ
り
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
九
女
八
の
最
初
の
師
匠
を
松

島
金
升
と
い
う
人
物
だ
と
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
引
い
て
き
た
文
献
と
は
か
な
り
異
な

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
今
後
、
調
査
し
て
い
き
た
い
。
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市
川
九
女
八
年
譜
稿
　（
二
）

（
20
）�

旅
芝
居
の
中
で
、
狂
言
方
の
藤
基
輔
（
新
作
）
が
失
敗
を
し
て
九
女
八
を
怒
ら
せ
、

基
輔
が
九
女
八
の
部
屋
へ
謝
り
に
行
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
し
ま
い
に
は
夫
婦
と

な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
基
輔
は
東
京
に
妻
子
と
母
が
い
た
が
、
九
女
八
は
三
百
円

出
し
て
妻
と
の
縁
を
切
ら
せ
、
二
人
の
女
の
子
と
母
を
引
き
取
っ
た
と
い
う
（
前
掲
、

嘯
月
生
「
市
川
九
女
八
」）。

（
21
）�

二
丁
町
は
、
堺
町
・
葺
屋
町
か
。
現
・
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
三
丁
目
・
日
本
橋
堀

留
一
丁
目
。
下
谷
二
長
町
（
現
・
台
東
区
台
東
）
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
22
）�

倉
田
喜
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
芸
者
「
堀
の
小
万
」（
前
田
ミ
津
）
の
弟
が
、
九
女
八
や
、

「
春
吉
」
と
い
っ
た
女
役
者
を
雇
っ
て
田
舎
廻
り
を
し
て
い
た
と
い
う
（
典
拠
明
治

十
一
〔
一
八
七
八
〕
年
三
月
九
日
付
『
有
喜
世
新
聞
』、
前
掲
「
女
性
の
劇
界
進
出
」

お
よ
び
『
芸
能
の
文
明
開
化
』）。

（
23
）�

こ
の
逸
話
の
載
る
他
の
文
献
と
し
て
は
、
前
掲
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」、
熊
谷
為
蝶

『
名
家
演
芸
ひ
か
へ
帳
』
が
あ
る
。

（
24
）� D

AN
JU

RO
ʼS G

IRLS : W
om

en on the K
abuki Stage. N

ew
 Y
ork
: P
alg
rav
e 

M
acm
illan, P

algrave studies in theatre and perform
ance history, 2009.

（
25
）�“T

h
e F
em
ale D

an
jū
rō

：R
ev
isitin

g
 th
e A
ctin
g
 C
areer of Ich

ik
aw
a 

K
u
m
eh
ach
i.” Journal of Japanese Studies 34

：1

（W
in
ter 2008

）.  

な
お
、

エ
デ
ル
ソ
ン
氏
の
論
文
お
よ
び
著
書
に
よ
り
、
以
下
の
、
九
女
八
に
関
す
る
論
文
も
知
っ

た
。M

aki Isaka [M
orinaga].“

W
om
an O

nnagata in the P
orous L

abyrinth 

of F
em
ininity

：O
n Ichikaw

a K
um
ehachi I.”  U

.S.-Japan W
om

en’ s Journal 

30-31

（2006

）.

別
の
機
会
に
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
26
）�

倉
田
、
前
掲
「
女
性
の
劇
界
進
出
」。
依
田
学
海
『
学
海
日
録
』
第
七
巻
、
明
治

二
十
年
二
月
一
日
の
項
。
前
掲
太
田
宙
花
「
女
俳
優
」。

（
27
）�

斎
藤
月
岑
「
百
戯
述
略
」（『
新
燕
石
十
種
』
第
三
、
大
正
二
〔
一
九
一
三
〕
年
、
国

書
刊
行
会
）。

（
28
）�

拙
著
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
―
小
芝
居
の
時
代
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇

年
）、
第
一
章
第
三
節
「
幕
末
の
小
芝
居
」
参
照
。

（
29
）�

本
文
に
て
後
述
す
る
が
、
明
治
五
年
十
月
二
日
の
教
部
省
か
ら
東
京
府
へ
の
通
達
で
、

最
近
、「
吾
妻
狂
言
或
は
男
女
小
供
手
踊
・
仕
形
噺
と
号
シ
」、
芝
居
に
類
似
の
興
行

を
許
可
し
て
い
る
場
合
に
は
、
逐
一
報
告
す
る
よ
う
に
と
の
内
容
が
記
さ
れ
る
。「
吾

妻
狂
言
」「
小
供
手
踊
」「
仕
形
噺
」
は
、
演
劇
に
通
じ
る
内
容
に
わ
た
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
資
料
は
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
官
省
進
達
往
復
留
」、
倉
田
喜
弘
『
東

京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
所
載
。

（
30
）�「
土
場
」
で
、
地
面
の
上
に
莚
張
り
の
粗
末
な
小
屋
で
興
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
か
。

（
31
）�

内
藤
鳴
雪
「
初
め
て
芝
居
を
見
た
時
の
事
」（『
演
芸
画
報
』
大
正
五
〔
一
九
一
六
〕

年
八
月
）。

（
32
）�

万
延
二
（
一
八
六
一
）
年
刊
行
、
尾
張
屋
清
七
板
切
絵
図
。『
切
絵
図
・
現
代
図
で

歩
く
　
江
戸
東
京
散
歩
』（
人
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
33
）�

小
三
に
つ
い
て
は
『
風
俗
画
報
　
新
撰
東
京
名
所
図
会
第
三
十
八
編
赤
阪
区
之
部
巻

之
二
』（
明
治
三
十
六
〔
一
九
〇
三
〕
年
七
月
）、い
ろ
は
に
つ
い
て
は
関
根
黙
庵
「
昔

の
お
で
で
こ
芝
居
」（『
演
芸
倶
楽
部
』
第
一
巻
第
一
号
、
明
治
四
十
五
年
三
月
）。

（
34
）�

渥
美
清
太
郎
「
女
役
者
の
は
な
し
」（『
演
劇
界
』
第
一
三
巻
第
一
四
号
、
一
九
五
五

年
十
二
月
）。

（
35
）�

宮
本
圭
造
「
近
世
の
女
舞
」（『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

参
照
。

（
36
）�

倉
田
、
前
掲
「
女
性
の
劇
界
進
出
」
お
よ
び
『
芸
能
の
文
明
開
化
』、『
東
京
の
人
形

浄
瑠
璃
』。

（
37
）
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
府
志
類
稿
」、
倉
田
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
に
よ
る
。

（
38
）
注（
29
）に
同
じ
。

（
39
）
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
東
京
府
布
令
書
」、
倉
田
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
所
載
。

（
40
）�

明
治
三
年
十
一
月
の
禁
令
は
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
東
京
府
日
誌
」
に
あ
り
、

倉
田
『
東
京
の
人
形
浄
瑠
璃
』
に
よ
る
。
五
年
十
月
は
十
月
二
十
八
日
付
『
東
京
日

日
新
聞
』、
六
年
九
月
は
『
東
京
市
史
稿
』、
い
ず
れ
も
倉
田
喜
弘
編
『
明
治
の
演
芸

（
一
）』（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
芸
能
調
査
室
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
41
）
七
年
三
月
三
十
日
付
『
日
新
真
事
誌
』、
倉
田
『
明
治
の
演
芸
（
一
）』
に
よ
る
。
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（
42
）�

松
賀
雄
藤
の
嘆
願
書
は
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
諸
願
〈（
常
務
掛
）〉」（
明
治
六
年
、

606.D
5.02

）
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
43
）�
加
藤
の
八
年
十
月
の
嘆
願
書
に
よ
れ
ば
、
演
者
の
女
性
は
東
京
府
下
に
二
百
五
十
人

余
り
、
付
属
渡
世
の
者
は
五
十
人
余
り
、
家
族
は
千
人
余
り
で
、
貧
苦
に
苦
し
ん
で

い
る
と
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
明
治
八
年
公
文
録
」
元
老
院
之
部
、
倉
田
喜

弘
校
注
『
日
本
近
代
思
想
大
系
十
八
　
芸
能
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。

（
44
）
倉
田
、『
芸
能
の
文
明
開
化
』。

（
45
）
明
治
十
年
九
月
十
五
日
付
『
読
売
新
聞
』、
倉
田
『
芸
能
の
文
明
開
化
』
に
よ
る
。

（
46
）�

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
往
復
録
・
第
二
類
・
警
視
〈
庶
務
課
〉」（
明
治
十
年
、

608.C
2.02

）、『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
六
十
所
収
。

（
47
）
伊
原
敏
郎
『
明
治
演
劇
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
三
三
年
）
な
ど
。

（
48
）�

港
座
は
、
記
事
に
よ
り
湊
座
、
美
名
登
座
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
港
座

に
統
一
す
る
。

（
49
）�

典
拠
は
明
治
八
年
六
月
十
五
日
付
『
朝
野
新
聞
』、
同
月
十
六
日
付
・
七
月
十
日
付

『
横
浜
毎
日
新
聞
』。

（
50
）�

荻
原
稔
「
禊
教
独
立
前
史
―
教
祖
直
門
坂
田
鐵
安
の
活
動
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学

会
紀
要
』
復
刊
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
）
に
よ
る
。

（
51
）�

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
神
仏
教
院
名
簿
・
明
治
二
十
年
一
月
調
」（
明
治
二
十
年
、

633.C
5.02

）
に
よ
れ
ば
、「
宮
備
講
」
の
住
所
は
禊
派
教
院
・
庚
申
講
社
・
太
始
講

社
と
同
じ
く
「
下
谷
西
町
二
番
地
」、
代
表
者
と
思
わ
れ
る
人
物
は
木
林
惟
一
（
庚

申
講
社
・
太
始
講
社
も
同
）。
明
治
六
年
八
月
八
日
の
日
付
が
あ
り
、
こ
れ
は
設
立

年
月
日
と
思
わ
れ
る
。

（
52
）
倉
田
、『
芸
能
の
文
明
開
化
』
参
照
。

（
53
）�

九
女
八
の
年
齢
表
記
に
幅
が
あ
る
の
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
生
年
を
弘
化
元

（
一
八
四
四
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
と
推
測
し
た
か
ら
で
あ
る
。

（
54
）�

明
治
九
年
二
月
と
四
月
に
も
港
座
で
女
芝
居
の
興
行
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
九
女

八
の
一
座
か
ど
う
か
不
明
。
二
月
九
日
付
『
仮
名
読
新
聞
』
に
、「
東
京
日
々
新
聞

橡と
ち
ぎ木
県
の
女
盗
賊
の
狂
言
で
大
当
た
り
」（
前
掲
「
横
浜
の
芸
能
」
よ
り
）。
ほ
か
、

四
月
十
二
日
付
『
横
浜
毎
日
新
聞
』。
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